
書式第 12号 (法第 28条関係 )

事 業 報 告 用

2022年 度 事 業 報 告 書

棒 申」L営力!活動 法 人 ECES

1 事業の成果

(1)市民が主体となり、子どもの育ちに多様な人が関わる生態系を生み出す事業

①Citizenshpおr Chldren(ChrC)プ ログラム

子どもの日常にかかわる人たちの市民性の醸成・エンパワメントを通じて、様々な背景を有する子ど

もたちに対して柔軟で主体的なアクションが生みだすための育成プログラム。講座と対話型のゼミ、実

践、リフレクションによる学びを織り交ぜながら育成を進めている。今年度実施した CおrC2022では、

前年度のプログラムを概ね踏襲し、「みつめるコース」「うけとるコース」「はたらきかけるコース」の 3

コースをメインで実施し、計 30名 が参加。その他に、「講座のみコース」を実施し、8名 が参加した。

プログラム参加者へのアンケー トにおいて、参加前後での変化を問う設間では、「子どもや他者の言

動・行動の背景を考え、想像して関わるようになった」:91.3%、 「自分なりの子どもとの関わりを考える

ようになった」:87%、 「職場や家庭などでのコミュニケーションが変化した」:56.5%、 「日常の中で子ど

もの存在を意識する機会が増えた」:52.2%、 「子どもと関わる活動 (ボ ランティアなど)に新しくチャレ

ンジした」:34.8%、 といつた成果が見られた。

また、質的な項目においても、下記のような回答が得られた。

・子どもたちから話 しかけられることが増えた。私の意識 していないところで、子どもたちへのまなざ

しが変化 したのかもと感 じる。 (45‐ 54歳、社団法人・財団法人勤務)

・専門性以上に市民性が大切であり、市民性を活かすからこそ出来る事、新たに築ける関係性があるこ

とを学びました。共にいる、ただそれだけに思える事であっても、とても大切な意味あるものになり得

ることに気付く事ができて、何かを初めるのは意外と簡単なのかもしれないと、難 しく考えていた頭を

緩めて頂きました。 (45‐ 54歳、経営者 。会社役員)

。子どもだけでなく、日常的に関わる人たちとの関わり方もとても意識するようになった。その人の言

動や行動、表情など些細なその人から出る変化にどのような想いが込められているのか、そしてその人

にしかない強みは何かを考える習慣がついた。(35‐44歳、NPO o NGO職 員)

・知識だけではなく、自分の大切にしたいもの、自分にしかないものを全国の仲間と一緒に見つめられ

る。子どもとの関わりだけでなく、それぞれの人生を豊かにするものだと思った。 (18‐24歳、学生)

。自分がなんともないと感 じていた行動に子どもの欲求が背景にあることを示唆されたり、自分が特別

だと感 じていた行動がそれは深い意味のない自然な会話だったのでは ?と コメン トをいただいたり、ひ

とりでは辿 り着けない視界に出会えた。 (25‐ 34歳、会社員)



②ChrCコ ンソーシアム

CおrCプログラムについては、この間の取組によって一定の仮説検証とプログラム開発を進めてくる

ことができた。そこで、今年度からは、これまでの開発フェーズから普及 。発展フェーズヘの移行に本

格的に着手するべく「CおrCコ ンソーシアム」というプロジェクトを新たにスター ト。これは、CおrC

を「PIECESに よる取組」から「各地の団体や機関、自治体等との協力・共創による取組」へと変容さ

せることで、持続可能かつ効果的な取組に深化させるためのチャレンジとして位置付けている。

今年度は、コンソーシアムの全体構想づくりや事務局の立ち上げを主に実施。2023年 1月 26日 には、

本プロジェクトの構想を初めて対外的に伝えるキックオフイベントを開催。88名 の参加者が集まり、参

加後のアンケー トでは約 6割の方から、「自身の関わる団体・機関等として、コンソーシアムヘの参加や

CおrCプログラムの協働・連携について積極的に検討したい」、あるいは「個人として CおrCやコンソー

シアム運営に参加・協力したい」といった声を頂くことができた。

自団体単独で行う事業に比べれば、時間も手間もかかる一方で、その手間のかかるプロセスで生まれ

る葛藤や緊張を手放さずに対話を重ねることこそ、社会の土壌をつくる上で大事なことだと信じて、こ

れからも粘り強くチャレンジを続けていきたいと考えている。

(2)研修・ コンサルティング事業

上記、Citizenshipおr Childrenプログラムで用いる対話やワークショップのエッセンスを研修コンテ

ンツとして切 り出し、子どもの支援等を行 う団体や組織に対して、研修や相談によるサポー ト行 う事業。

今年度は、主として NPO等の非営利組織や自治体主催の勉強会等で研修を実施 した。詳 しい成果は、次

項に記載の通 り。

(3)啓発・普及事業

子どもも大人も尊厳が大切にされる社会の土壌をつくることを目的として実施する本事業は、CおrC

プログラムと並んで、当法人の主要事業として位置付けている。当法人が目指すビジョンの一つは「こ

どもがこどもでいられる社会」。「こどもがこどもでいられる」とは、大人や社会が決めた「子どもらし

さ」ではなく、「その子として存在していられる」ということ。必要なのは「子どもらしい」かではなく、

「子どもがひとりの人としていられる」、つまり子どもの権利が尊重されることだと考えている。

そのような目指す姿と現状の社会の姿の間には大きなギャップが存在する。そのギャップを埋めるた

めに、今年度は啓発事業を 3つの機能に整理しながら実施してきた。

①発信 |一人ひとりの尊厳を大切にした発信をする

子どもを取り巻く環境、課題、社会の状況について、そこに起こっている事実とその背景にある構造

を丁寧に伝える活動。今年度は、11月 17日 ～12月 15日 にかけて、子どもの権利月間と絡める形で、

SNS上での子どもの権利に関する情報発信や、子どもの権利を学ぶ親子向けのイベントなどを実施した。

②普及 1市民性との出会いをつくる

自分や他者の市民性に出会うことは、市民性を発揮する入口に立つことにつながる、という考えのも





(2)その他の事業 (事業費の総費用 【    】千円)

疋秋 に記 載
された
事業名

事業内容 日時 場所
従事者
人数

事業費
(千円)











書式第 18号 (法第28条関係)

事 業 報 告 用

2022年度年間役員名簿 (前事業年度において役員であつたことがある全員の氏名及び住所又は居所並
びにこれらの者についての前事業年度における報酬の有無を記載した名簿)

盤趨塵圭ヨ歴塾五 L上国墜

1 確認事項 (法第 20条及び第 21条を確認の上、チェックを入れてください。)

□以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係)

□各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第 21条関係)

2 役員一覧

役 名
どちらかに○

(フ リガナ) 前事業年度内の

就任期間

報酬を受けた期間

(該 当者のみに記入)氏   名

/″
~｀

ヽ

堅ヽ壷ノ監事
オザフイブキ 2022■F

2023■ |ニ

4月  1日

3月  31日

年  月  日

年  月  日小澤いぶき

監事

サイヨシミチ 2022■F

2023をF

4月  1日

3月  31日

年 月

月

日

年 日斎典道

監事

アオキショウコ 2022■ |ニ

2022詢F

4月  1日

4月  15日

年  月  日

年 月 日青木翔子

И
４

/´
~｀

ヽ

壁ヽ蔓ノ監事
オノダタカシ 2022■F

2023年

4月  1日

3月  31日

20221F

2023■ |ニ

6月   1日

3月   31日小野田峻

監事

オギフラクニヒロ 2022■ 1ニ

2023年

4月  1日

3月  31日

2022年

2023年

6月   1日

3月   31日荻原国啓

1監事
サ トウアキコ 20224F

2023年

4月  1日

3月  31日

年  月  日

年  月  日佐藤暁子

理 事

オサダカズヒロ 2022■ |ニ

2023■ |ニ

4月  1日

3月  31日

年 月

月

日

日年長田和弘



書式第 4号 (法第 10条 。第 28条関係)

設立・事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿)

特定非営利活動法人__Ш:墜_______________

氏   名

小澤 いぶき

2 斎 典道

3 青木 翔子

4 野田 奈津子

5 若林 碧子

6 松井 貴宏

7 高橋 啓太

8 佐藤 麻衣

9 中原 亮

10 片山 峻

11

12


